
 

 

                                 

 

 令和元年12月 16日、本校体育館で、横浜雅楽会の方による雅楽の会が行われました。 

雅楽に関しての説明や、横浜雅楽会の方との共演、楽器の体験など、普段見慣れない楽器を目の前

にして、子どもたちは少し物めずらしいような表情をしていました。ですが、実際楽器の体験をし

てみると、意外と音が出なくて、一生懸命息を入れて顔を真っ赤にしたり、姿勢を正して演奏した

り、普段なかなか触れることのできない楽器に興味、関心をもったようでした。 

 日本の伝統芸能に触れ、また、音楽の世界が広がったのではないかと思います。 

 横浜雅楽会の皆様、貴重な体験をどうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見たことのない楽器や、服装が

格式高く、子どもたちは姿勢よ

く聞いていました。 

横浜雅楽会の方が、演奏の

仕方を丁寧に教えてくださ

いました。 

友達が演奏しているのを見て、

自分も早くやってみたいな、と

興味を持っていました。 

篳篥（ひちりき）は、息を入れて

もなかなか音が出なくて、顔を真

っ赤にして一生懸命吹いている様

子が見られました。 


